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出典：google earth レンブラントホテル上空



１.背景

大分県の空き家数：約11万5千戸（ 2023年10月時点）

県内の住宅総戸数に占める割合が約19.1%

出典：総務省「住宅・土地統計調査」（2023年10月調査）



２.課題

出典：https://www.pref.oita.jp/soshiki/10112/oita-akiya-soudansien.html



２.課題



３.解決策として（衛星画像）

出典：https://www.jsicorp.jp/



３.解決策として

•ＡＩを用いた画像解析

画像分類、画像検出、画像セグメンテーション



３.ＡＩを用いた画像解析の利点・欠点

•ＡＩを用いた画像解析の利点

ヒューマンエラーを低減、大量のデータ処理が可能

高い認識精度、コスト削減・時間のリソース軽減につながる

•ＡＩを用いた画像解析の欠点

誤検出が発生する、理由の説明が困難(ブラックボックス)

学習データの確保が課題



４.利点・欠点を補うため

•ドローン（上空）

•ストリートビューやデリバリロボット（地上）

•オープンデータ活用

•訪問

出典：https://www.s-housing.jp/archives/357874



５.画像解析データの活用

•ＮＰＯ法人を立ち上げアセットする

有効な資産を不動産業や行政などに提供

•防災／減災に活用する

人が住んでいない住居 ＝ 倒壊する可能性が高い

人流がない道路 ＝ アスファルト舗装の破損、崩れる



５.まとめ

空き家（資源）の有効活用および防災／減災に

寄与するためにＡＩによる画像解析＋各種オー

プンデータを用いたシステムを構築することで防

災立県とする


	スライド 1: 　画像解析による 　　　　空き家問題解決
	スライド 2: １.背景
	スライド 3: ２.課題
	スライド 4: ２.課題
	スライド 5: ３.解決策として（衛星画像）
	スライド 6: ３.解決策として
	スライド 7: ３.ＡＩを用いた画像解析の利点・欠点
	スライド 8: ４.利点・欠点を補うため
	スライド 9: ５.画像解析データの活用
	スライド 10: ５.まとめ

